
 

 

特別賞（ながさき水産業大賞運営委員会長賞） 

 

１．取り組みの概要 

 ①昭和５４年からブリ養殖を開始し、早くからＥＰ飼料（※）を導入するなど、肉質の改善

や環境負荷の低減等の養殖技術の改善に取り組むとともに、魚種の拡大により価格変動

のリスクを回避することで、生産規模の拡大と経営の安定化を実現している。 

 ②平成５年に法人化してからは、種苗生産施設の整備や地元ニーズに応える活魚料理店の

経営を開始するなど、種苗の生産から養殖、販売や活魚料理店までを行う多角的な経営

展開を実践。さらに、近年はアメリカ向け養殖ブリの出荷拡大にも取り組んでいる。 

（※EP飼料：エクストルーダーという機械で造られ、水中での拡散やロスが少なく消化吸収・栄養価にも優れている。） 

２．受賞理由 

 ①魚類養殖を核とする一連の経営展開は、他に類を見ない６次産業化の成功事例であり、

安定した経営を実現するとともに、地域における雇用創出にも大きく貢献していること

が高く評価された。 

 ②長崎県養殖品評会ハマチ部門において県知事賞を受賞するなど、養殖技術においても高

く評価されており、優れた技術を基盤とする堅実かつ積極的な経営展開による収益向上

の取組は、地域漁業者の模範となり、高い波及効果が期待される。 
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市 町 名：西海市 

主な取組：養殖魚の種苗生産、養殖、活鮮

魚販売と活魚料理店経営による

６次産業化 


